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馬の惇染性貧血の治療試験 111.

CHLOROMYCETIN， AUREOMYCIN 
及び NITROMINの庭用

中村良一・其田三夫・菊池哲雄

(;;Il:i毎道大華獣堅撃部内科皐教室:主任中村教授}

伊藤時ì~ .新林恒一

{北海道大華獣醤撃部生化塾教室:主任伊藤助教按)

I.緒 宅='
i5 

.U~(7~侍染性貧血(以下倖賓と略者ヰ)の治療には

幾多の);誌が試みられ， fib試薬酪iも200種以上12)

に及んで、いるが，二4とだ治療効果ありとされたもの

はない。さきに三1m及び中村等16)，17)は，虹波及び
Paramethyl-benzol宇sulfonamideとVitaminKを

供試し fTlJれも無効で‘あるととを報ヒたが，今回

著者等誌Chloromycetin，Aureomycin 及びNitr宮崎

mlnを用いて見た。

そもそも Chloromycetin及び、Aureomycinは

共に民範な抗菌スベクトルをなする抗生物質で，

Gram 陽性及てK陰性蕗j，Virus及び、 Rickettsia並

び?に或る程の Protozoaにまで作用すると稽され，

人の治療界では炭く使用されている。しかLなが

ら，獣墜領域で誌，ノj、動物就;ri1犬の Distemperに

陸揺する報告'が多く，大動物で、は外科的には化膿性

疾患に用いられ，内科的には EASTMAN等2)が幼虫

のー下痢及び仔民の攻血性疾患五，また青木守;1)が

民パラチフスの治療~i\~ivこ Chloromycetin をfJ1bIえ

したiまか，見るべきもの誌ない。 Nitromin(Meth-

yl bis (s-chloroethyl) amine oxide Hydrochloride) 

は STAHMANN及びBERG話 ANNの化率兵器に闘す

る研究のーとして合成せられたもので，その化製

排道~]:tは C1 ・ CH2 -CH
Cl ・CHfCH;〉守・CH3(~Cl) でるる。そ

O 

の後石手伝子主的が吉田内陸を用いて動物試験を行っ

た結果，従来の Nitrogenmustardに比べて著し

く志位が低く，その効果の顕著なるととが判明L，

制癌剤として入の悪性経湯の治療10)，1川 S) にmい

られるに至った。

余等は上誌の 2抗生物質が，生体内にjないで

惇貧 Virusに如何なる影響を及ぼすか，また山極

せ;:;1')，2!l)のいう惇貧病礎が白虫病とー康相通やるも

のなりとの見解を考慮、に入れ， Nitrominが博実弟会

話に如何なる反底を起ずかについて，それぞれ試

験を行ったので，ととにその結果の概要を述べ，

各伎の叱正を仰がんとするものである。

11. 試験材料友び方法 (Table1) 

供試患は同一牧場に発生した4芸員の自然感染理性伝賛

馬で，年齢は2-門誌，体重:は340-490kgのサラプレ、y

ド種の乾または牡で、あり，病勢は3例が重度伊jが軽度

のものである。薬剤の授与法はTable1 Vこ示した如く，即

ち Chloromycetin及び Aureomycinは6時間毎に分割経

口授与し，また Nitrominは捷用宮前に生涯食塩水 IOOcc

に溶解して徐々に静脈内に注射した。 市して投薬期揺は7

-108で投薬後の観察は28-42日である。その間一般臨

床験斉，血液の理辛的及び形謡争的諸検杏を試み，更に光

電比色法により血清の蛋自分書1・プドウ糖・カルシウム・

カリウム・無事委燐及び鉄などの推移につき検許した。また

薬剤の投与後は適時肝臓穿刺を行L、，肝片の病理組識傑を

観察すると共に，最後に向れも部検して病勢を判定した。

111. 試験成績

1. CHLO豆oMYCETI葺 (Fig.1) 

臨床所見: 本例段試験前2月のrmに 2回の
定型的熱愛作を見，心織機能障害，下腹及び雨後

球ffdの浮患を認めたものである。第2国の熱愛f'p

後 22日けから Chloromycetinを輿えたが，投輿

修了後ts.'37日(以下草に投薬後第一日と略記する〉

獣磐皐研究第E巻第4競{紹和29年)
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血液所見: 赤虫球教は投薬直前に

は650高で‘あったが，漸弐増加して投棄

第 5日には 875高となり，投薬後第7誌

には 1，100高に建ーした。 その後設作を契

機に 600真喜に減少じたが，観察末期に

は700高牽に復した。自1古J.球童文はfiEii式前

5，400で，故蒋投薬自には 3，800に激減L

たが，翌日には快復し，その後は熱愛ft

時に減少した。然し抱の時理には一般に

増加していた。各種白血球百分比で辻，

供試前及び、投薬中ともにザンパ球が過竿

童文をr'iめたが， 投薬後第21自の愛作詩

及び同じく第 33日には一過性の好中球

増加を見，草球・好被球長よび好盤基球

には著f乏が見られなかった。赤血球は常に軽震の
Anisocytos誌を示L， ]OLLY氏小体含有赤血球法

投薬第7日に増加したほか著愛なく，続放球は怒

始出現し左かった。血液の比重法赤血球数。増減

と正比例し，また血清の比重は投薬初期比一時的

の増高を見，更に赤一血球沈降速変注供ii¥前に比べ

投薬亘後遅延したが， 投薬後第 22日の熱愛作詩

から促進したa 捨銭*iU胞は投.薬413誌から一定数

以下ながら出現L，投薬第1日にはやや増加した

が翌日から全く認められす.' 投薬後第 4，....，5日及

び第14......，20日にわたり軽度に現われた。

血清成分の推移 (Table2) : 総蛋白量は投薬

期間中弐第に増加したが，投棄中止後は減少のー
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注をたどった。 Globu1in辻投薬初期に減少を，ま

た投薬末期には異常増量を来たL，投薬中止後ほ

漸減したが，観察末期には再び、:増量じた。さらに

Albumin 誌投棄営初から増量し，投薬後第 3日に

減少したが， 爾後 Globulinと封務、的な治、長をと

った。 また投薬中 r-Globulinは 0.34--0.80g/dl 

でその受動が激しく，投薬絡了後ほ~tf~に低下し

たが，とれ立病勢に左右されたもののようである。

カルシウム・カリウム・無機燐及び設立投薬第4

日まで、やや増長したが，米其~に減少し，また投薬

中止後ばカルシウムのみ漸増したが，それ以外の

無機物は減少した。

2. AUREO草YCI葺 (Fig.2) 

蕗!ネ所-見: 本111]は試験nIi2筒丹の1mに 2回
の熱愛作があり，奪三度の心臓機能障害と下腹部の

浮腫を認めたもので，第2回日の褒:熱第3日即ち

分科直前から投薬したので、あるが，投薬後第7--9

日及び、第 27--29Bに豆り 2国軽熱を設し， 投薬

後第42日に殺底分後部検に供された。 会慾は投

棄後第9日の熱設件前後に;主宇減したが，まもな

く快復し，顎自ザンパ笥に;主義始軽度の慢性腫脹

が認められた。可j説手(i践は不潔充血あるいは Cya-

nosisを呈L， 投薬~~ 3自よち鼻粘膜の血斑が増

加したが，視察末期には減少Lた。心臓替差能ほ投

薬前後に於て殆んぎ主はなく，第2青の分裂また

i主題濁及び、第1*の分裂が悲哀された。血院は 92
，，-，98でとくに著受誌なかった。投薬末期から約4

週1m下痢が持績したが，末期に;主快復し供iむ誌な
から見られた浮睦は迭に泊返しなかった。投薬後

2回肝臓穿刺を試みたととろ， 1手常慢性型の簿貧

f裂を主L，且つw¥j検特にも同誌の所見であった。

出

4ぷ〈耳患期}丹!泊古か￥らま増i曾?勃力加加i詩IL~は工ヒめ， 投築後第 3Rには 1，103

Table. 2. Biochemical Examinations of Serum 

Case 
No. 

2 

3 

4 

斑edicine

， 

Chcloertoln my-

Aureomycin 

Time of 
examination 

(days) 

Before 

Me伽 t叫7

Af土er 12 
22骨

Before 

Medicatlmfi l6 o 

After 22 
34 

l 円叩 lro←|i¥.ilUCose: 

To叫 Alb.I Glob. r偽 b(A/Gi{mgidol 
7.1 0.8 6.3 0.61 0.13 42 

7.3 2.3 ラ.0 0.34 0.46 61 
89 2.ラ 6.4 0.80 0.39 6ラ

7.8 6.3 6.3 0.24 0.24 6lJ 
8.7 ラ.6 ラ.6. O.ララ 05ラ 46 
7.1 6.2 6.2 O.ラi 0.51 47 

8.4 1.9 6.ラ Oラ2 0.30 84 

8.2 /.6 6.6 0.67 0.24 76 
8ラ 2.1 6.4 0.72 0.33 84 

7.7 1.0 6.7 0.97 0.1ラ 73 
68 1.0 ラ.8 0.9ラ 0.17 72 
7.8 1.0 6.8 0.98 0.1ラ 99 

2.7 ラ9 0.80 0.46 6ラ

Mdicat10Zli {10ラ 77..62 1.6 
日.6 0.91 0.29 ラ8

Nitromin 1.4 6.2 0.86 0.23 4ラ

7.ラ 2.4 ラ.1 0.70 0.46 86 
After 9 7.4 1.0 6.4 0.7ラ 0.16 ララ

8.0 1.5 6.5 0.87 0.23 62 

Before 8.7 2.3 6.4 0.73 0.37 ラ4

Medic相ation日 L6ζ骨 ラ.1 1.2 3.9 0.66 0.31 63 

Nitromin 8.1 1.1 7.0 0.66 0.15 79 

8.1 1.5 6.6 0.80 0.22 66 
After 216 2 6.3 0.9 ラ.4 0.76 0.17 70 

6.3 1.0 ラ5 0.69 0.18 76 

Note: 養 pyrexia

'lnorganic substances 
{mg/dl) 

P Ca! K Fe 

3.1ラ 三39 23.2 0.2ラ

6.40 10.43 24.4 0.43 
3.90 6.13 20'1 0.31 

400 7.37 17.2 0.31 
3.7ラ 11.70 20.2 0.27 
3.3ラ 11.26 18.2 0.23 

430 10.60 19.0 0.12 

6.6ラ 10.22 17.ラ 0.17 
3.70 12.18 18.1 0.29 

33ラ 11.46 15.5 0.20 
1.82 10.90 1ラ.3 0.17 
4.20 9.6ラ 19.9 0.19 

3.28 1356 14.5 0.22 

693 7.96 17.2 0.17 
3.00 11.67 14.ラ 0.08 

3.1ラ 11.8ラ 18.5 0.18 
3.14 12.60 15.2 0.24 
2.90 11.44 12.0 0.24 

4.30 11.40 21.ラ 0.10 

ラ.6ラ 9.01 19心 0.12 
一3.70 13.40 1ラ5 0.09 

3.3ラ 14.78 20.7 0.09 
2.33 10.43 Iラ.7 0.17 
3.8ラ 12.83 21.0 0.16 



比例して推移Lt赤血球沈降建!芝

は供試前によ七べ投薬末期から約 2

選出iは遅延L・たが，それ以後;副長

度に促進Lた。捨銭細胞は投薬持

期には多数出現したが，投薬務 f

直後から消失L，その後熱愛作と

共に再び増加に向った。

血清成分の推移 (Table2) : 

総蛋白量;主供試前と投薬中とにζ

差がなく，投薬中止後は漸減した

が末期に誌套に復した。また投i莞

中は Albuminの増量及てKGlobn-

1inの減少を来たし) AjG ~辻工土持増?曾3むiじ:7

L7iたこが，それ以後詰逆に Albumln

の減少により AjGv主失第に低ード

また r-Globu1inは十三

究獣

-

+

掛

+

士

÷

+

十

士

+

ふ
-

H

廿

、、
一-、.、
‘、一‘‘ 

+ ÷ 
+鈴

土

+
4
e

研

+ 

士

+

+

+

+

塾

十÷

土

件

十

÷

十

+

“

甘

士

÷

÷

÷

÷

十

日

守

土

+

山

骨

+

啓

桝

"を

1+ 

÷ 

却6

している O

薬後から増加の傾向を迫札--};

プドウ槙及びブ民機の諸成分には著援がみ

られなかった。

樽+ 
+ 

+ -1- + + + 
ラ軽傷匁世2 96 

十

q居デ54母ヲ号担一生一% 積雪 錫
No(t. L.P. _. Lwcr f¥tnc:t融.

臨床所見: 本例は供試前2月のIill

に3国の熟議作を見，心f季充進・心苦に〉
分裂及び』下腹の浮躍を:主L，投薬後321j

訂に殺後剖検花関された。無言語時から注

射を開始したが，務始直i熱の設作;主なが

った。注射末期には元気沈衰及び食慾o

全壌を来たしたが，それらの症AAf討主は

怒了後三た第に挟復した。可j硯粘践でほ注

射を重ねるむに充車度が増強 L，観察託

期には遂に Cyanosisを呈し しかもニ宰

i拐な旗童文の増加，心7干の分裂及び、j困濁が認められ，

いわゆる心臓機能障害が稽績していた。祭 Ll主)It~

は96--104で著獲がない。 また注射後第3---4け

には雨後球笥に浮腫が現われ，とれば遂に治返じ

なかった。市して注射後第58の肝-臓穿刺片の持

王Il~組織{象並て玉、に殺後の :';~ll検所見で·f:i ，共に慢性:lÍj~

f専賓の病竣が認められた。

血液所-見: 赤血球教法注射直前ι725高で

あり，注射第4日から弐第に増加し注射後第ι
尽には 1，000高に建Lたが， 観察末期に辻 7∞{

貰ITROMI貰 1(Fig.3) 3. 
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'16 点砕

陣市: L.P.----じ、!erp¥!JlctiOl1. 

高に建ーしたが，熱愛作を見るや漸減して奮に疫し

た。自品工球教は赤血球教に比例して増加し，投薬

第 68には 18，800'に及んだが，それ以後は増減が

激しかった。各種白血球百分比で、は投棄第 2日か

ら好中球が激減し投薬期間は官ンノミ球が首位を

占めたが，投薬後詰好中球のま曾多を見た。また翠

球は霊童f乍を反復する毎に増加したが， 10%を越す

事なく，好酸球ば表作:時に減少した。赤血球では

格始軽震の Anisocytosisのほか，異常赤血球は認

められなかった。 i血液の比重は赤Jfn.球童文の増減に
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蚕に減少した。 白1主球童文は注射第 2"，，5日のi聞は

12，000蚕で、あったが，漸減して注射後第1日及び、

第 2sにはそれぞれ 3，300及び3，800を示L， 同

ヒく第4日から快復L始めた。各種白血球百分比

で辻，好中球辻白血球童文の激減時に減少したほか，

常に過牛童文を ~Iî め，またワンバ球誌とれと逆比的

の泊長をとり，その他の純胞でほとくに意義ある

縫化泣みられなかったG 好中球の千均J接室主主主は注

射初期軽度に減少しまた赤IOL球で、法務始軽度の

Anisocytosis及び誌身子ね堕から約 1週間 }OLLY氏

小体含有赤血球が増加したが，その他の異常赤血

球ば出現しなかった。血液の比重辻ほr:r赤血球童文
の士宮i戒に比例して推務し赤血球の抵抗，血清の

粘調度及び比重には著援がなく，赤血球沈降速度

は，滋ね赤血球教の増減i三千行していた。捨銭細

胞;主注射初期に軽度に現われ，注射後第1"，20日

のi加工全く見られなかったが，爾後毎常強陽性で

あった。

血清成分の推移 (Table2) : 総蛋白量及び

Globulin は注射開始とともに倖かに減少し注射

務了後前者・は漸弐に，また後者i主一過N:.に， とも
に税減したが，やがて何れも千常に討った。 Albu-

nlln立花射直後 Globulinと辻逆比的に増加した

が，それ以後は著綾なかった。またγ-Globulinは

詑射中一般に増加したが，構及びカルシウム立花

十+ -l+'を蝉 e時 僻帯 構

争lt 制

+ ttltす十十

士 主

÷ ー令 + + .... +ト
十+十 十+ 特÷

十十士 +争+ 十÷

守掛 僑+ 柵 柵酬 併後 傷+

守- +- +- +併 1ト+

+φ 伺+ 付毛 扮る

'16 

Notc' L P.ーザLrf'Tpl勾国tion.

射中期に激減L，カリウム及び1ft号機燐fj:逆に増加

し7ζ。

4. 貰ITRO韮IN2 (Fig. 4) 

臨床所見: 本例は試験開始前2月1mに3回

の熱愛作と軒度の心臓機能障害及ぴ下援のJ手腫を
立し築養の低下した慢性型'博貧で、ある。無熟期

から注射したので、あるが， r主主J第 9riから注身托支
第3日に至る国jと， また注射後1;f~ 18，....，22日の2

回に立り定型的な熱愛1'Fを認めた。 fjiJi式訪から見
られた下腹の浮腫及び、心臓機能障害は弐第に増強

Lたが，血11誌には著綾なく，また末期には鼻粘膜

の血斑，絢前及び去臨ヤコ浮障が顕著となり，一般

扶態は増惑の?設を示L，注射後第28見に殺庭分，

剖検に消した。 注射後第 13日に行った肝臓穿刺

片の組織後と部検時の所見ほ，共に慢性型体質の

像であった。

虫液所-見: 赤血球ほ供式市j750高を算し，

注射開始とともに軽度に増加して，注射第 4日に

は900高嘉に及んだが，それ以後J主張:作と関連L

た増減があった。 白血球数は注射耳目指中は 6，000

~8，000 のものが，第 1 回の熱愛fi三時には 2，400 に

激減L，注射後第9日から快復したが，再び第2

回の設作時に減少した。白血球71分土七で段，好-rtl

球はi当量1まま童文の浩長に概ね比例Lて増減し， リン

パ球誌とれと逆よと的の治長をとった。翠球は

第 1自の護{守:稜 6.5-15.096に増加したが，

それ以後ほ漸芸大iE常艇に復L，第2自の護作

後:tfJ-び嘗三度の増加を晃たp 赤血球で立与常幸三

度の Anisocytosisが認めちれたが， 綿Hた球

は全く出現していない。 また注射縫絞中は

}OLI.Y氏小体含有赤血球が少たかったが，注

射格了後ほ供試誌なの 4.......10倍に建Lた。血液

のよと主及び赤血球沈降主主度など，他の例と殆

んど同様な傾向であった。市して控鈴事前胞は，

j主射初期には全く認められなかったが，第 1

回の熟設作以後強i場!:'主に現われた。

血清成分の推移(Table2) : 線、蛋白査は

注射初期に著しく減少したが，注射中期から

漸増し注射後2週間は礎化なかったが，それ

以後辻減少の傾向が見られた。 Globu1in景は
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総蛋白量と正比例して増減し また Alburnin室:

は注射初期から減少のー迭をたどった。プドウ棋

は注射期間中軽度に増加し，注射後一時減少の傾

きを見せ，その後は再度増量している。その他で

はカリウムが総蛋白量。治長と相比例した礎化を

現わした以外，著礎Jまなかった。

IV. 考 察

余宅は上述4{弗jについて治療試験を行ったの

であるが， Chlorornycetin及びAureornycin投輿

例に於ては，共に投輿初耳Bから赤・立血一球教の増

加をラ~たしたにも拘らや，その後何れも倖貧特異

の護熱を見た。 VOLINI等及び RHEINGOLD等は，

入に於て Chlorornycetln投輿による穎粒球減少性

の白血球減少症及び致死的の再生不能性貧血の現

われたことを報じているが，余守;の試験伊jで認め

た盈li夜の縫化は，倖貧に通常見ちれるもので‘あち，
また SCHIRMER等辻多数の小動物摂jで，何等副作

用を認おうなかったと述べている。

またAureomycin投gr1例の賓験中期から現わ

れた胃腸障害は SPINK等が人に認めた高IJ作用に

類拐、L，更に棲根等及び藤井等は曜日1:及び軟f更な

どの設現について報ヒ YESNER"宰ほ同じく人で

肝臓の脂肪唆性を観察しているが，本併の場合;土

該薬物による腸内常在千ffj:j細菌の減殺乃至J土愛育

抑制に起肉したものと推察される。弐判長抗生弾!

の投興量ぽ，一括三人の試験結果F青木等のそれと

を参考としたので、あるが，青木等の昆パラチフス

賓齢、では， Chloromycetinは日量 60rngjkgを投

興するも，試験管内で示される必要望:を数時間保

有し得.中，更に多量を要すると述べ， J1つ馬誌に

於ける Aureomycinの車中有効護度辻Aとだ何等検

討さtLて語ら宇，今後雨者のJ馬掠に封するltt)適投

興長を決定する要がある。市してWHITE，SCHIR-

MER等及び、 SCHEIDYが Chlorornycetinにつき，

また SCHEIDY会よぴ LEDERLELABORATORYが

Aureomycin についてそれぞれ述べる如く， これ

らは大型の Vin誌に作尽するという見解からすれ

ば，傍貧Virusf主小型4)，8)に属するため，効果が

なかったものの誌に考えられる。

Nitromin注射伊jで怯，.勝1{{.大槻及び小林が

人に公いて見たと同校，元気・食慾の減退，心航

機能障害及び白lfrt.:球減少症が認められたが，該円?

見注本部のいわゆる副作用で，しかも注射を議事if

する時は惇貧の病勢をご更に悪化せしめる傾向が見

られる。

捨鱗綿抱について見ると，石井35のいう如く，

との浩長は熱愛作と密接な関係を有し，投薬によ

る影響とほ認め難い。

号えに盛L清成分について見ると，士吉尾・和田及

びGILMAN等i主，イ専賞馬にむいて組、蛋白及びGlo-

bulinの増加並びに Albu:minの減少を認め，とく
に GILMANはその経過を追って観察したととろ，

とれらの諸礎化は病勢に平行していたと述べてL、

るが，我々の成訟も隊ねとの所見に一致する如く

忠われ，投薬の影響とは見なし得ない。プドウ絞

誌やや増加の額向が見られたが，その増減が不定

で神谷寺;及び増尾の成績に段ほ、近く，その抱主任

機物では増減が匡々で， とくに意義ある所晃とは

認められない。また血清成分の推移l土一面飼養と

続接な関係を有L，とのような試験は一定した恒

美管県下にjないて行わるべきととが痛感される。

v.緯括

余!>fJ;1，主自然感染慢性型得賞J.f~ 4頭の治療試験

に， Chloromycetin， Aureomycin及び、 Nitromiむ

を庭用した。その結果を綜合すると弐の如くであ

る。

(1) Chloromycetin ~主司量 50mg/kg 宛 7fl

i昔LまたAureomycinは同ヒく 25mgjkg宛 10n 
rm何れも 6持出与に各1頭宛に経口投輿L，更に
Nitrominは 1mgjkg宛 1日1国10目指j2頭にiffi

注L1<ζ。

(2) それぞれの例に用いた薬剤の総量は

Chlorornycetin iJ~ 119 g， Aureomycinが 120g， 

Nitrominほ 4.5g及び 4.9gであり， Chloromy-

cetin投興例辻投薬後37日で繁死L，他の 3例は

28，.....，42 Rで殺後剖検された。

(3) 4拐j共供i式前に熱経厩，心臓機能持害3百七

びに下腹公よび匹i肢下部に浮睦:を認めたが，それ

らの諸徴段薬剤の投興後も消失しなかった。郎、

Nitromin i注射の 1例を除く他の 3併では，庭置f事、
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1--2国の主主塑的熱表作を認、め，ー詩文m¥態からすれ
ば， Nitromin投興部で、はむしろ杭款の増悪する傾

向が見られた。

(4) 注射後の肝臓穿刺及び剖検所見では，杢

例とも慢性型侍食後を呈していた。

(5) Chloromycetin公よび、Aureomycin投典

例では赤・白血球教が， また Nitromin注射例で

は赤血球教が，共に士宮致する額向を示したが，後

:討で怯白血球減少症が顕著で、あったa

(()) 捨銭まm胞の治長江熱愛作と宥接な関係を
右し，何主主薬剤の影響を蒙らないものの如くであ

る。

(7) 血治成分のうち， Albumin~及てKGlobulin

止，病勢と関連ある増減を示したが，その憶の成

分では受動が滋しくー主1::(011頃向は見出せたい。

(8) 以上の結果から，これら 3哲の薬剤は，

今回供Jえした慢性型f事実に封して，会等の賓験範
悼iでは治療効果は認めちれない。

穏を終るに臨み，御指導を践った黒沢・山嵐及び平戸

各教授，御援訪を惜しまれなかった病理学教室の各位及ひ.

酒井氏外各医員に深謝し，旦つ貴重なる実験馬の結与と絶

大なる御支援を辱うした大井弐，並びに薬剤を提供された

武田及び三共の両製薬会事t~こ対し，それぞれ衷心から感謝

の立を表する。
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むPto the present， adeq uate and effective therapeutic treatments have not been discovered 
in spite of the various e妊ortswhich have been made in the field of veterinary medicine. 

The authors have conducted _ experimenta1 treatment with Ch10romycetin， Aureomycin 
and Nitromin (Methyl bis (s-ch10roethyl) amine oxide Hydrochloτide) for 4 cases of: chronic 

infectious anemia (Table 1) and have made clinical， hematological and biochemical observa-
tions throughout the whole course. 

The results obtained are summarized as follows. 

(1) Chloromycet泊 (Fig.1) 

Two years old， male， wejght 340 kg. After 19 days of administration a typical pyrexia 
appeared; from the 4th day the edema in the lower part of the abdomen commenced to 

increase in size which accompanying caτdiac disturbance. Finally the horse died on the 37th 
day after medication. The number of erythrocytes showed a marked increase in the first 

part of the administration of Chloromycetin， but decreased gradually from the 9th day after 
medication. 工eucocyteswere slightly decreased at the end of administration as was also 
士hepyrexIa. 

In thedi豆erential∞untingof leu∞cytes， there were always indicated more lymphocytes 
than neutrophilic leucocytes in. quantity except on the 21st and 33rd days after medication. 
Siderocytes appeared slightly during the 4-5th day and a180 during the 1ι2.oth day after 
medication. 
In the findings of the autopsy were found the conditions of chronic equine infectious 

anemIa. 
By the chemical analysis of the serum (Table 2)， total protein and albumin were found 

to increase in the intermediate period of administration and later on to decrease gradual1y. 

Globu1in varied relatively in inverse proportion to serum albumin. Potassium， Calcium， 
inorganic phosphorus and ferric increased at the五rstand decreased at the end of administr-

ation but later， calcium only gradually increased again. 

(2) AUf，eomycin (Fig. 2) 

Thirteen years old， female， weight 480 kg. Two slight pyrexia periods appeared within 
the. whole course and a large number of petechiaes were found on the nasal mucous mem-

brane from the 3rd day of administration. Intestinal catarrh was recognized from the end 
of administration， but recovered after the continuation of 4 weeks. Edema were found 
always in the lower part of the abdomen and the frontal chest. The findings of autopsy 

predicated the interp:retatlon of chronic equine infectious anemia. 

After administration of Aureomycin， erythrocytes and leucocytes showed a tendency to 
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increase， but d.ec陀 asedat the time of pyrexia. In the di百erentialcounting， Iymphocytes 

were much more numerous than others du:ring the medication period， but later neutrophiles 
increased to the position of highest frequency. Monocytes showed a slight increase at py-

rexia. Siderocyts appeared remarkably almost through the whole ∞urse， but sometimes were 
negative. 

As found by analysis of the serum (Table 2)， total protein gradually decreased in quan-
tity after medication， but recovered toward the end of the observation. Until the 6th day 
of administration， an increase of albumin and a decrease of globulin， that is: rise of A/G 

ratio， was observed but gradual1y decreased with increase of globulin， in respect to glucose 
and other inorganic substances no signi五cantvariation was observed. 

(3) 貰itromin (Fig. 3 and 4) 

Fourteen years old， female， weight 490 kg and thirteen years old， femaIe， weight 450 kg. 
In the first case部o.3) the animal did not complain of pyrexia at any time during the 

whole course but an inc~cease of erythτocytes was noticed in the intermediate period of 
injection. Later， leucocytes began to increase at the beginning of injection， hut at the end 

of administration， the anirnal indicated de五βitesigns of leucopenia with general conditions 
growing worse. However， soon after the discontinuance of injection， those symptoms dis-
appeared. At the time of remarkable decreasing of leucocytes， neutrophiles were ternporarily 
decreased but always remained throughout the course except as above noted. 
Siderocytes were not seen for 3 weeks after the termination， however， from the 4th week 

their appearance was certain and the symptoms of chronic infectious anemia were confirmed 

by the autopsy; 

The totalamount of protein and globulin showed a slight decrease with injection， but 
the former gradual1y returned to the previous condition; the latter recovered after a tem-

porary remarkable decrease and albumin varied antagonistic to globulin. A remarkable 
decrease of glucose and calcium appeared at the rniddle stage of injection but in others no 
significant changes were observed (Table 2). 

In the second case of Nitromin treatment (No.生)， pyrexia appeared twice within the 

whole course. Before and after termination severe cardiac disturbance， loss of appetite， 
depression an i remarkable decrease of leucocytes were observed. Ederna of the lower part 
of the abdornen were enlaτged than before and also were found at the frontal chest and 
the fet1ock. 
Siderocytes were not found before examination， however after the pyrexia they appeared 

remarkably. The findings of autopsy led to a diagnosis of chronic equine infectious anemia. 
In the chemical examination of the serurn (Table 2)， total protein and globulin were 

found to decrease remarkably after th~ first time of injection but to inc:cease graduaUy later. 
Albumin showed a s1ight decrease during the whole course. Glucose increased slight1y 
during the injection period and at the end of the observation; on the other hand， potassium 
passed para陀 11to total protein. 
Considering the results obtained as described above， it could be concluded that the tested 
three medicines are ine百ectivein the treatment of equine infectious anemia. 


